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平成２２年度科学研究費補助金実績報告書（研究実績報告書) 
 
 

1. 機 関 番 号 3 2 6 9 2       2. 研究機関名   東京工科大学               

                        

3. 研 究 種 目 名    基盤研究(B)       4. 研究期間      平 成  20 年 度  ～  平 成  22 年 度 

 

5. 課 題 番 号 2 0 3 0 0 2 7 6

 

6. 研 究 課 題 名  ポッドキャスティングを利用したインタラクティブ動画学習システムの研究                

 

7. 研 究 代 表 者 

研 究 者 番 号 研 究 代 表 者 名 所  属  部  局  名 職   名 
イチムラ サトシ 

3 0 3 5 0 5 0 7 
市村 哲 コンピュータサイエンス学部  准教授 

8.研究分担者(所属研究機関名については、研究代表者の所属研究機関と異なる場合のみ記入すること。) 

研 究 者 番 号 研 究 分 担 者 名 所属研究機関名・部局名 職   名 
  

        
    

  
        

    

  
        

    

  
        

    

  
        

    

 

9.  研究実績の概要 

下欄には、当該年度に実施した研究の成果について、その具体的内容、意義、重要性等を、交付申請書に記載した 

「研究の目的」、「研究実施計画」に照らし、600 字～800 字で、できるだけ分かりやすく記述すること。また、国立 

情報学研究所でﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化するため、図、ｸﾞﾗﾌ等は記載しないこと。 

研究代表者は、板書や電子スライドを用いた講義を E-ラーニング教材として提供できるようにすることが必要であ

ると考え、これを目的とした研究を実施してきた。講義収録映像から E-ラーニング用コンテンツを自動生成するシス

テムの研究開発を行っており、この中で、講師が板書をしながら黒板の前を歩き回るような状況でも、講師の姿を自

動追尾して無人撮影できる WBT 向け講義自動収録システムおよびモバイル機向け講義自動収録・配信システムの研究

を行なってきた。 

 
平成22年度においては、平成20年度および平成21年度に構築した「板書講義向けの学習コンテンツ作成ツール」に対

し、PowerPoint講義に対応する機能、および、学習者の理解度を判定する機能を追加した。これにより、現在広く行

われているPowerPointスライドを用いた講義でも本システムを利用することができ、さらに、従来は困難であった学

習者の理解度を判定できるようになった。具体的には以下の開発を行った。 

 

1. PowerPoint資料と講義動画をアップロードして、Webブラウザ上で教材編集ができるWebアプリケーションの開発

2. アップロードされたPowerPoint資料と講義動画に、インタラクティブな演習問題を追加する機能の実装 

3. Eﾗｰﾆﾝｸﾞ受講者の理解度を判定し、Webブラウザで閲覧できるWebアプリケーションの開発 

 

                                        
 

 

10. キーワード 
  (1) ビデオ                   (2)  教育支援                  (3) マルチメディア          
  (4) ハイビジョンカメラ          (5)  ポッドキャスト              (6) モバイルゲーム機         
  (7) 講義動画                    (8)  自動撮影                                    (裏面に続く) 
 



 

 

 
11.研究発表（平成２２年度の研究成果） 
  
〔雑誌論文〕 計（ 1 ）件  うち査読付論文 計（ 1）件 

著 者 名 論  文  標  題 
平野洋行, 伊東信, 梶山拓哉,  
市村哲 

モバイル学習上で協調学習を可能としたコンテンツの作成及び視聴システム 

雑  誌  名 査読の有無 巻 発 行 年 最初と最後の頁

情報処理学会論文誌 有 Vol50 No3 2 0 1 1 1258～1265 

 
 〔学会発表〕計（ 3 ）件  うち招待講演 計（ 0）件 

発 表 者 名 発  表  標  題 
平野洋行,市村哲 スライドミキサー：e-learningコンテンツの簡易作成・視聴システム 

学 会 等 名 発表年月日   発 表 場 所 
情報処理学会 GN ワークショップ 2010 2010.9.16-2010.9.17  新潟 越後湯沢 

 
発 表 者 名 発  表  標  題 

草野裕紀，山本昭成，平野洋行， 
市村哲 

学習履歴の収集・参照機能を備えたプログラミング講義支援システム 

学 会 等 名 発表年月日   発 表 場 所 
第73回情報処理学会全国大会 2011.3.2-2011.3.4  東京 東京工業大学 

 
発 表 者 名 発  表  標  題 

木本亮司，市村哲 ブラウザ操作履歴に基づいたWebサイト改善ツール 

学 会 等 名 発表年月日   発 表 場 所 
第79回 情報処理学会 GN研究会 2011.3.17-2011.3.18  熊本市 現代美術館 

 
 
 〔図 書〕 計（ 0 ）件 

著 者 名 出 版 社 
  

書  名 発 行 年 総ページ数 
      

 
12. 研究成果による産業財産権の出願・取得状況 
 〔出 願〕    計（ 0 ）件   

産業財産権の名称 発明者 権利者 産業財産権の種類、番号 出願年月日 国内・外国の別

      

 
 〔取 得〕    計（ 0 ）件  

産業財産権の名称 発明者 権利者 産業財産権の種類、番号 取得年月日 国内・外国の別

      

 
13. 備考 

 ※ 研究者又は所属研究機関が作成した研究内容又は研究成果に関するｗｅｂページがある場合は、ＵＲＬを記載す 

ること。 

 

 


